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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月27日(2017.3.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力データ（１０）を受信し、
　前記入力データに含まれる個別フレーム（１）をブロックに分割し、
　前記個別フレーム（１）のブロックを第１の予測フレーム（２）の対応するブロックと
比較することにより、比較されたブロック内の差分を検出し、
　前記個別フレーム（１）の差分が検出されたブロックを変化ありのブロック（３）と特
定し、
　前記個別フレーム（１）の差分が検出されなかったブロックを変化なしのブロック（４
）と特定し、
　中間データ（７、７'、７''）を生成する
ように構成されたプロセッサ（１２、１２'、１２''）において、少なくとも１つの処理
された個別フレーム（１）について、前記プロセッサは、
　前記中間データに、変化ありのブロック（３）と特定されたブロックと、前記生成され
た中間データに関連するフレームサイズを示すヘッダとを含ませ、
　前記個別フレーム（１）が処理される順番に、各ブロックについて該ブロックが変化あ
りのブロック（３）であるか変化なしのブロック（４）であるかを１ビットで示す変化イ
ンディケータ（８）を生成し、
　少なくとも１つの処理された個別フレーム（１）について、変化なしのブロック（４）
と特定された前記ブロックを、前記生成される中間データ（７、７'）に含めないことに
より削除し、
　前記ヘッダを含む前記中間データを、メモリに記憶した後に又は直接、前記フレームサ
イズの情報を必要とする符号化器に送り、
　前記変化インディケータを、メモリに記憶した後に又は直接、再生装置に送る、
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プロセッサ。
【請求項２】
　処理される各個別フレーム（１）について、変化なしのブロック（４）と特定された前
記ブロックも前記生成される中間データ（７''）に含めるように構成される、請求項１に
記載のプロセッサ。
【請求項３】
　処理される各個別フレーム（１）について、後続の個別フレームの処理が実行される際
に、前に処理された個別フレーム（１）の少なくとも変化ありのブロック（３）と特定さ
れたブロックが、前記第１の予測フレーム（２）において、前記前に処理された個別フレ
ームの対応するブロックに対応するように修正されているように、前記第１の予測フレー
ム（２）を修正するように構成される、請求項１に記載のプロセッサ。
【請求項４】
　処理される各個別フレーム（１）について、符号化及び復号化の動作の後、前記中間デ
ータ（７''）の変化ありのブロック（３）の内容を示す信号を利用して、前記第１の予測
フレーム（２）を修正するように構成される、請求項１に記載のプロセッサ。
【請求項５】
　前記中間データに含められた前記変化ありのブロックの処理済み各フレームサイズのた
めのフレームサイズ・インディケータを生成して、前記中間データに含めるように構成さ
れる、請求項１に記載のプロセッサ。
【請求項６】
　前記入力データ（１０）に含まれる個別フレーム（１）をサイズの異なるブロックに分
割し、
　前記変化インディケータ（８）を、さらに前記処理された個別フレーム（１）のブロッ
クのサイズを示すように生成する
ように構成される、請求項１に記載のプロセッサ。
【請求項７】
　前記検出された差分を閾値と比較し、前記個別フレーム（１）の検出された差分が前記
閾値を超えるブロックを変化ありのブロック（３）と特定し、前記個別フレーム（１）の
検出された差分が前記閾値を超えないブロックを変化なしのブロックと特定するように構
成される、請求項１に記載のプロセッサ。
【請求項８】
　中間データが再生装置により処理される際に第２の予測フレームとして用いるための全
体変化情報指示を前記再生装置に転送するように構成される、請求項１に記載のプロセッ
サ。
【請求項９】
　生成された中間データ（７）に関するフレームサイズを示すヘッダを有する前記中間デ
ータを受信し、
　前記受信した中間データ（７）を利用して第２の予測フレーム（９）を修正し、
　前記修正された第２の予測フレーム（９）の内容を含む出力データ（１１）を生成する
ように構成された再生装置（１３、１３'）において、
　前記受信した中間データ（７）から、変化ありのブロック（３）と特定されたブロック
を取得し、
　前記第２の予測フレーム（９）が処理される順番に、各ブロックについて該ブロックが
修正されるべきかされるべきでないかを１ビットで示す変化インディケータ（８）を、プ
ロセッサから、メモリに記憶した後に又は直接、受信し、
　ヘッダを含む前記中間データを、復号器から、メモリに記憶した後に又は直接、受信し
、
　前記取得した変化ありのブロック（３）を、前記第２の予測フレーム（９）内の前記変
化インディケータ（８）によれば修正すべき前記ブロックの位置に含めることにより、前
記修正を実行する
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ように構成されることを特徴とする、再生装置。
【請求項１０】
　前記変化インディケータ（８）を介して前記第２の予測フレーム（９）の別々のブロッ
クのサイズの指示を受信し、
　前記別々のブロックの指示されたサイズを考慮して前記予測フレーム（９）の前記修正
を実行する
ように構成される、請求項９に記載の再生装置。
【請求項１１】
　中間データが前記再生装置により処理される際に前記第２の予測フレームとして用いる
ための全体変化情報指示を受信するように構成される、請求項９に記載の再生装置。
【請求項１２】
　受信した入力データ（１０）を処理する方法であって、
　入力データ（１０）に含まれる個別フレーム（１）をブロックに分割することと、
　前記個別フレーム（１）のブロックを第１の予測フレーム（２）の対応するブロックと
比較することにより、比較されたブロック内の差分を検出することと、
　前記個別フレームの差分が検出されたブロックを変化ありのブロック（３）と特定する
ことと、
　前記個別フレームの差分が検出されなかったブロックを変化なしのブロック（４）と特
定することと、
　中間データ（７、７'）を生成することと、
を含む方法において、前記方法は、少なくとも１つの処理された個別フレーム（１）につ
いて、
　前記中間データに、変化ありのブロック（３）と特定されたブロックと、前記生成され
た中間データに関連するフレームサイズを示すヘッダとを含めることと、
　前記個別フレーム（１）が処理される順番に、各ブロックについて該ブロックが変化あ
りのブロック（３）であるか変化なしのブロック（４）であるかを１ビットで示す変化イ
ンディケータ（８）を生成することと、
　変化なしのブロックと特定された前記ブロックを、前記生成される中間データに含めな
いことにより削除することと、
　前記ヘッダを含む前記中間データを、メモリに記憶した後に又は直接、前記フレームサ
イズの情報を必要とする符号化器に送ることと、
　前記変化インディケータを、メモリに記憶した後に又は直接、再生装置に送ることと、
を更に含む、方法。
【請求項１３】
　プロセッサに実行されると、前記プロセッサに、請求項１２に記載の方法を遂行させる
ように構成されるプログラム命令を備える、コンピュータプログラム。
【請求項１４】
　出力データ（１１）の生成方法であって、
　中間データ（７）に関するフレームサイズを示すヘッダを有する前記中間データを受信
することと、
　前記受信した中間データ（７）を利用して第２の予測フレーム（９）を修正することと
、
　前記修正された第２の予測フレーム（９）の内容を含むように前記出力データ（１１）
を生成することと
を含む、方法において、
　前記受信した中間データ（７）から、変化ありのブロック（３）と特定されたブロック
を取得することと、
　前記第２の予測フレーム（９）が処理される順番に、各ブロックについて該ブロックが
修正されるべきかされるべきでないかを１ビットで示す変化インディケータを、プロセッ
サから、メモリに記憶した後に又は直接、受信することと、
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　ヘッダを含む前記中間データを、復号器から、メモリに記憶した後に又は直接、受信す
ることと、
　前記取得した変化ありのブロック（３）を、前記第２の予測フレーム（９）内の前記変
化インディケータ（８）によれば修正すべき前記ブロックの位置に含めることにより、前
記修正を実行することと、
を含むことを特徴とする、方法。
【請求項１５】
　プロセッサに実行されると、前記プロセッサに、請求項１４に記載の方法を遂行させる
ように構成されるプログラム命令を備える、コンピュータプログラム。
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